
Ⅰ　調査の概要

１．調査の方法と内容

　　各都道府県並びに政令都市教育委員会、各都道府県私立学校担当箇所に、所管する高等学校

　の海外修学旅行並びに修学旅行以外の海外研修の実施状況等について調査を依頼し、以下のと

　おりまとめた。

　　なお、茨城県・福井県（公立）、東京都・福岡県（私立）の実施状況については本協会の独

　自調査によった。愛知県の私立学校に関しては、愛知県私立中学高等学校協会の協力を得た。

　(1) 調査の期日　平成20年5月1日現在

　(2) 調査対象　　各都道府県並びに政令都市教育委員会、各都道府県私立学校所管部署

　(3) 調査内容　　イ．平成19年度海外修学旅行の実施校数、参加生徒数、実施時期、日数、

　　　　　　　　　　　旅行費用、訪問国

　　　　　　　　　ロ．平成19年度海外研修の実施校数、研修内容、研修先国、参加生徒数、

　　　　　　　　　　　実施時期

　　　　　　　　　ハ．平成19年度国内航空機利用修学旅行の実施状況

　　　　　　　　　ニ．平成19年度国内修学旅行方面別実施状況

　　　　　　　　　ホ．平成20年度修学旅行の実施基準

２．集計及び区分け等

　〇 データは各都道府県並びに政令指定都市教育委員会、各道府県私立学校所管部署からのデ

　　 ータを集計し、一部本協会の調査データを加えた。

　〇 海外修学旅行･海外研修とも都道府県の実施校数･参加生徒数は出国数をベースとし、クラ

　　 ス別･班別及び課程別での実施を件数表示とした。また複数方面にまたがる場合、国別集計

　　 では延べ数でカウントした。

　〇 訪問国は、旅行という観点から大陸区分によったが、グアム・サイパンは北アメリカに、

　　 ニューカレドニア・パラオはオセアニアに、モルディブは東南アジアに区分した。ガラパ

　　 ゴスは国名（エクアドル）より一般的なため、その表示のままとした。

　〇 海外研修は3ケ月未満の学校が主催する語学研修、ホームステイ、教科の特性を生かした実

　　 習・研修、姉妹校交流等をまとめ、研修内容の区分は本協会独自の仕訳によった。

　〇 国内方面別実施状況は、クラス別･班別及び課程別での実施や複数方面にまたがる場合も１

　　 校として集計のため、設置校数・生徒数と一致しない。

　　 中学校は県によってデータ把握が困難なため参考数値として集計した。

３．平成１９年度全国高等学校の概要

　〇 学校数は5,313校（本校5,201校、分校112校）で、前年度より72校減少している。

　　・公立の学校数は3,976校で、前年度より69校減少している。

　　・私立の学校数は1,322校で、前年度より3校減少している。

　〇 生徒数は340万7千人で前年度より8万8千人減少している。

　　 修学旅行対象学年(全日制2年,定時制3･4年,専科)の生徒数は、113万1千人で前年度より

　　 8万9千人減少している。

　　・公立の生徒数は8万5千人の減少、私立は4千5百人の減少となっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(資料：平成19年度文部科学省学校基本調査)
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Ⅱ　調査の結果概要

１．平成１９年度海外修学旅行の実施状況

（1）全国の動向

　〇 実施校数・参加生徒数は微増、旅行件数は前年度と同数であった。

　 　　全国で936校（公立463校・私立473校）が実施し、151,181人（公立69,329人・私立

　　 81,852人）の生徒が参加した。公立高校では11.6％、私立高校では35.8％の実施率で

　　 あった。旅行件数は1,156件（公立488件・私立668件）ある。

　〇 旅行先(延べ数)は、37ヶ国・地域に1,290校168,627人が訪問した。

　 　　旅行先は、東南アジア・中国・台湾が増加、その他の方面は減少している。

　　 増加となった東南アジアは291校41,552人（公立176校27,235人、私立115校14,317人）、

　　 中国140校16,535人（公立68校7,919人、私立72校8,616人）、台湾39校5,438人（公立

　　 23校4,141人、私立16校1,297人）であった。減少となったものの、校数比で見るとオ

  　 セアニア（20.2％）、北アメリカ（19.4％）の比率は依然として高い。

18年度 19年度 18年度 19年度

中南米 3 3 中南米 470 1,073

台湾 32 39 台湾 3,552 5,438

ヨーロッパ 155 137 ヨーロッパ 14,645 12,997

中国 117 140 中国 14,031 16,535

韓国 184 169 韓国 23,197 23,609

北アメリカ 255 250 北アメリカ 32,672 30,471

オセアニア 283 261 オセアニア 41,001 36,952

東南アジア 280 291 東南アジア 38,927 41,552

1309 1290 168495 168627

18年 19年

1 東南アジア 21.4% 22.6%

2 オセアニア 21.6% 20.2%

3 北アメリカ 19.5% 19.4%

4 韓国 14.1% 13.1%

5 中国 8.9% 10.9%

6 ヨーロッパ 11.8% 10.6%

7 台湾 2.4% 3.0%

8 中南米 0.2% 0.2%
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公立 私立

１５年度 3.6 19.5

１６年度 8.6 31.1

１７年度 10.0 33.4
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１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度

オーストラリア 19,379 29,552 31,694 34,454 32,201

韓国 7,719 24,246 27,295 23,197 23,494

シンガポール 1,974 13,354 16,235 21,078 22,911

中国 2,002 12,492 7,875 14,031 16,650

マレーシア 1,274 11,135 14,306 15,938 15,810

ハワイ 9,437 11,442 14,786 13,672 10,522

カナダ 2,340 5,196 5,990 5,990 8,189

アメリカ 5,004 5,183 4,455 6,090 5,672

台湾 57 1,018 2,127 3,552 5,438

フランス 3,301 5,298 4,696 4,689 5,222

ニュージーランド 4,306 9,282 7,652 6,534 4,741

グアム 2,359 2,868 6,872 5,249 4,734

イギリス 5,038 7,222 3,560 4,534 3,239

（2）都道府県別の動向

　〇 実施校は、関東地方は増加、その他の地方は減少している。

　　　 実施校は、19都府県で増加、23道府県が減少。公立では18都県で増加、18道府県で

　　 減少。私立では16都府県で増加、19道府県で減少している。

18年 19年 18年 19年

九州 183 166 九州 22,362 19,322

中国四国 191 184 中国四国 15,396 13,518

近畿 290 281 近畿 45,846 43,652

中部 206 195 中部 22,239 22,570

関東 264 303 関東 46,130 53,683

東北 116 109 東北 11,487 11,696

北海道 59 52 北海道 5,035 4,186

1,309 1,290 168,495 168,627
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（3）公私立別の状況

　① 公立高等学校

　〇 463校が実施し69,329人が参加した。旅行実施件数は488件であった。

    <実施件数上位県>　兵庫県(48件)、神奈川県(39件)、大阪府(39件)、静岡県(29件)　

　　　　　　　　　　　愛媛県(25件)、京都府(18件)、広島県(18件)、岡山県(12件)

　〇 全国の実施率は11.6％で、全国平均を上回る県は20府県あり西日本・九州地方が高い。

    <実施率上位県> 鳥取県(50.0％)、愛媛県(34.4％)、兵庫県(28.0％)、徳島県(25.0％)

　　　　　　　 　　静岡県(23.8％)、京都府(23.4％)、神奈川県(23.2％)、大阪府(20.5％)

　〇 旅行先(延べ数)は、20ヶ国・地域に539校76,888人が訪問した。

　　　 旅行先は東南アジア・中国・台湾が増加、その他方面は減少している。増加となっ

　 　た東南アジアは176校（対前年113.5％）27,235人、中国68校（同115.3％）7,919人、

　 　台湾23校（同153.3％）4,141人である。台湾の伸び率が高い。

18年 19年

ヨーロッパ 22 16

台湾 15 23

中国 59 68

北アメリカ 89 74

オセアニア 83 78

韓国 113 104

東南アジア 155 176

536 539

18年度 19年度 18年度 19年度

5 ベトナム 1 0 サイパン 11 7

4 インドネシア 2 2 カナダ 9 7

3 タイ 7 13 アメリカ本土 14 14

2 マレーシア 64 70 ハワイ 34 15

1 シンガポール 81 91 グアム 21 31

18年 19年

東南アジア 28.9% 32.7%

韓国 21.1% 19.3%

オセアニア 15.5% 14.5%

北アメリカ 16.6% 13.7%

中国 11.0% 12.6%

台湾 2.8% 4.3%

ヨーロッパ 4.1% 3.0%
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② 私立高等学校

　〇  473校が実施し81,852人が参加した。旅行実施件数は668件であった。
　　 <実施件数上位県>　東京都(62件)、大阪府(52件)、北海道(35件)、愛知県(33件)、

　　　　　　　　　　　 静岡県(32件)、埼玉県(31件)、京都府(24件)、兵庫県(24件)

　〇 全国の実施率は35.8％で、全国平均を上回る実施県は29道府県ある。

　　 <実施率上位県>  　滋賀県(77.8％)、富山県(66.7％)、山梨県(63.6％)、福島県

　　　　　　　　　　   (63.2％)、秋田・山形・奈良・宮崎の各県(60.0％)

　〇 旅行先(延べ数)は、36ヶ国・地域に751校91,739人が訪問した。

　 　　旅行先は、北アメリカ・中国・韓国が増加、その他の方面は減少している。

　 　増加となった北アメリカは176校（対前年106.0％）22,765人、中国65校（同112.1％）

　　 8,731人、韓国72校（同101.4％）8,616人であった。

18年度 19年度 18年度 19年度

モルディブ 1 1 サイパン 7 9

フィリピン 0 1 グアム 20 22

インドネシア 1 1 アメリカ本土 32 36

ベトナム 2 3 カナダ 38 42

タイ 7 5 ハワイ 69 67

マレーシア 46 41

シンガポール 68 63

18年度 19年度

1 オセアニア 25.9% 24.4%

2 北アメリカ 21.5% 23.4%

3 ヨーロッパ 17.2% 16.1%

4 東南アジア 16.2% 15.3%

5 韓国 9.2% 9.6%

6 中国 7.5% 8.7%

7 台湾 2.2% 2.1%

8 中南米 0.4% 0.4%
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（4）公私立中学校の状況（参考）

　　中学校での海外修学旅行は私立学校を主として公立学校でも一部府県での実施がみうけ

　られ、参考資料として掲載した。

　〇 101校7,610人（公立17校1,202人、私立84校6,408人）の実施があった。

　　 　公立中学校は西日本・九州地方の学校が多く、特に福岡県が多い。

　　 旅行方面は、公立は韓国（10校899人、校数比58.8％）が多く、日数3～4日間・5～7万

　　 円台で実施されている。オセアニア方面の旅行では自治体の費用負担がある。

　　 　私立はオセアニア(35校3,241人、同40.7％)が多い。旅行日数・費用は5～7日間、20

　　 ～30万円台で実施されている。

２．平成１９年度海外研修の実施状況

　〇 1,012校(公立503校、私立509校)が実施し、参加生徒数は32,053人(公立10,990人、私

　　 立21,063人)であった。実施件数は1,308件(公立537件、私立771件)にのぼる。 

　〇 研修先(延べ数)は、37ヶ国・地域に1,372校33,893人(公立568校11,144人、私立804校

　　 22,749人)が参加した。

　　　 研修先は例年と変わらずオセアニア(校数比39.1％)、北アメリカ(同28.5％)が多い

　　 が、北アメリカは3.1ポイントの増加を示し、オセアニアは3.5ポイント減少している。

　〇 研修内容は、ホームステイ・語学研修が924校24,338人で実施総数の67.3％と最も多い。

　　 公立では全件数の51.4％、私立で78.6％となっている。

18年度 19年度 18年度 19年度

中南米 12 12 中南米 18 45

台湾 16 13 台湾 158 335

中国 64 63 中国 1,092 1,365

東南アジア 66 68 東南アジア 2,132 1,936

韓国 62 68 韓国 1,385 1,761

ヨーロッパ 235 221 ヨーロッパ 6,234 7,105

北アメリカ 364 391 北アメリカ 8,689 10,176

オセアニア 610 536 オセアニア 13,263 11,170

18年度 19年度
8 オセアニア 42.6% 39.1%
7 北アメリカ 25.4% 28.5%
6 ヨーロッパ 16.4% 16.1%
5 韓国 4.3% 5.0%
4 東南アジア 4.6% 5.0%
3 中国 4.5% 4.6%
2 台湾 1.1% 0.9%
1 中南米 0.8% 0.9%

研修方面別実施校数
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(1)　公立高等学校

　〇 503校が実施し、参加生徒数は10,990人であった。研修件数は537件ある。

　　 公立高校では複数校が同一研修に参加している事例が多い。

　〇 研修先(延べ数)は、31ヶ国・地域に568校11,144人が参加した。

　　 研修方面では北アメリカが校数で4.6ポイント増加、その他方面は減少している。

　〇 研修内容は、ホームステイ・語学研修が292校6,128人(校数比51.4％、人数比55.0％)

　　 と半数を占める。次いで学校間交流が100校1,526人(校数比17.6％、人数比13.7％)が

　　 多い。

18年度 19年度 18年度 19年度

台湾 7 6 中南米 10 10

中南米 10 8 台湾 36 149

東南アジア 26 20 東南アジア 1,306 282

韓国 36 31 韓国 715 676

中国 41 42 中国 679 878

ヨーロッパ 79 70 ヨーロッパ 1,491 1,609

北アメリカ 131 150 北アメリカ 2,311 2,662

オセアニア 269 241 オセアニア 5,866 4,878

18年度 19年度
オセアニア 44.8% 42.4%
北アメリカ 21.8% 26.4%
ヨーロッパ 13.2% 12.3%
中国 6.8% 7.4%
韓国 6.0% 5.5%
東南アジア 4.3% 3.5%
中南米 1.7% 1.4%
台湾 1.2% 1.1%
中東アフリカ 0.5% 0.0%

公立　研修方面別実施校数
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44.8%

オセアニア
 42.4%

 21.8%

北アメリカ
 26.4%

13.2%

ヨーロッパ
 12.3%

6.8%

中国
 7.4%

 6.0%

韓国
 5.5%

4.3%

東南アジア
 3.5%

中南米 1.7%

中南米 1.4%

台湾 1.2%

台湾 1.1%

中東アフリカ 0.5%

0% 50% 100%

18年度

19年度

- 8 -



(2)　私立高等学校

　〇 509校が実施し、参加生徒数は21,063人であった。研修件数は771件ある。　

　〇 研修先(延べ数)は、31ヶ国・地域に804校22,749人が参加した。

　　 研修方面では北アメリカ・東南アジア・韓国が増加、その多方面は減少している。

　〇 研修内容は、ホームステイ・語学研修が632校18,210人(校数比78.6％、人数比80.0％)

　　 と圧倒的に多い。

18年度 19年度 18年度 19年度

中南米 2 4 中南米 8 35

台湾 23 7 台湾 122 186

中国 23 21 中国 413 487

韓国 26 37 韓国 670 1,085

東南アジア 40 48 東南アジア 826 1,654

ヨーロッパ 156 151 ヨーロッパ 4,743 5,496

北アメリカ 233 241 オセアニア 7,397 6,292

オセアニア 341 295 北アメリカ 6,378 7,514

18年度 19年度
オセアニア 40.4% 36.7%
北アメリカ 27.6% 30.0%
ヨーロッパ 18.5% 18.8%
東南アジア 4.7% 6.0%
韓国 3.1% 4.6%
中国 2.7% 2.6%
台湾 2.7% 0.9%
中南米 0.5% 0.5%
中東アフリカ 0.1% 0.0%

３．平成２０年度修学旅行実施基準の概要について

　　航空運賃の燃油サーチャージ高騰に対する、修学旅行の計画・実施上の指導内容につい

　て、大多数の府県市では「現行基準内での実施」としている。「旅行費用の見直し」をは

　かったのは１都、「生徒旅費負担に燃油サーチャージ」を含めないとしたのが１市、その

　他として「現行基準内での実施が原則であるが、基準を超えた場合でも十分な教育効果が

　見込める実施計画であれば審査の上、承認している」と回答した県が１県ある。

私立　研修方面別実施校数
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私立　研修方面別実施校数構成比
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